
第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会 議 名 第１回長岡市福祉有償運送運営協議会 

２ 開催日時 令和７年６月 10 日（火曜日） 

午前 10 時 00 分から午前 11 時 30 分まで 

３ 開催場所 まちなかキャンパス長岡３階 301 会議室 

４ 出席者名 （委員） 米山委員長   佐野副委員長 

渡邉委員  野村委員     小川委員 

土屋委員    恩田委員   西委員 

久住委員    近藤委員   金子委員 

布川委員  太刀川委員  水島委員 

（実施団体） ＮＰＯ法人 ドリーム 

       ＮＰＯ法人 春よこい 

（事務局） 渡辺福祉総務課長 勝沼福祉課長  

       山田長寿はつらつ課長 有賀都市政策課長  

       ほか関係職員 

（長岡市社会福祉協議会） 丸山事務局次長ほか関係職員 

５ 欠席者名 小林委員（１名） 

６ 次  第 １ 開 会 

２ 挨 拶 

３ 委員・事務局紹介 

４ 議 題 

(1)  実施団体からの報告について 

   ・令和６年度運行状況 

   ・利用会員登録実績 

   ・料金改定について（ドリーム） 

(2) 更新登録について（春よこい） 

５ その他 

６ 閉 会 

 

 

公表用 



議 事 概 要 

 

４ 議題 

(1)実施団体からの報告について 

〇令和６年度運行状況及び登録事項等の変更 

 

・ＮＰＯ法人ドリーム報告 

  令和６年度の登録会員数、利用件数、車両管理状況等を報告 

  料金改定について、説明 

 

・ＮＰＯ法人春よこい報告 

  令和６年度の登録会員数、利用件数、車両管理状況等を報告 

意 見 

事業の継続が困難な可能性があるということで値上げとのことだ

が、すごく理解できる。運賃改正について、タクシー業界も同じ流れで

動いている。 

 

質疑応答 

委 員 

 

 

 

実施団体 

 今回の料金改定により、どれだけ赤字を圧縮できて持続可能な明る

い将来が描けるかが見えない。運賃の値上げ幅はこれで大丈夫か。この

料金改定により赤字の状況はどうなるか。 

 

今回の料金改定でも、まだとても赤字を解消するには至らない。 

 

 (2)更新登録についての報告 

・ＮＰＯ法人春よこい報告 

 

質疑応答 

  ・特になし 

 

 

５ その他 

発言内容 

委 員 

障害者の利用が少なく感じた。また、受診以外に外出支援や通勤・通学

といった面でも積極的に活用させて欲しい。 

市内の事業所と情報共有し、交通難民の支援に役立てていけたらと思



う。 

委 員 
市内に福祉有償運送を実施してくれる団体が２事業所しかないので、も

う少し増えてほしいと思う。 

委 員 

 高齢化が進んでいるほか、今後、免許返納者が増えていくと思われる。

近い将来、公共交通機関が重要な足になると思われる。しかし、路線バス

の本数は減便が続いているので、今後の公共交通のあり方について、福祉

だけに関わらず広い視点での協議が必要と思われる。 

委 員 

 路線バスの減便については、市の中心部より支所地域や郊外部において

進み、不便な状況が発生している。 

減便の代替案として様々な手法があり、将来的には自動運転のバスやタ

クシーも考えられるが、それまでの間は、地域性や福祉的な要素を含む利

用者のニーズをふまえて、柔軟な対応が必要と思われる。 

委 員 

今後の運営協議会のあり方について、検討が必要な段階と思われる。 

地域制によって稼働状況や輸送距離に開きがある２つの団体に、同じ枠

組みで報告を求めるのはどうかと思う。 

 また他の委員からもあったが、福祉有償運送以外で無償（家族等含む）

で行っていることもあるので、有償の枠組みを取払い福祉に関する交通及

び輸送について、法改正が必要と思われる。 

 

 


